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10. 化学プロセス災害情報データベースの構築
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Abstract : An explosion and a fire often happened recently in the chemical processes. Worker's casual-

ties and great damage arose due to such accidents. To prevent an explosion and a fire, it is required to

develop the advanced safety technology corresponding to recent technological innovation and working

conditions such as an advanced safety countermeasure, fail safe technology, and to diffuse the safety

information and etc.

National Institute of Industrial Safety manages explosion/fire database based on the accident informa-

tion provided by the Ministry of Health, Labour and Welfare.  But, there was no database about the

detailed information about the chemical processes.  So, an object was limited to the chemical process,

and it was developed "the chemical process accident database" specified for the explosion/fire in the

chemical processes. At first, type of industry related to the chemical process was extracted from the

explosion/fire database. Next, information items were reconsidered in the items for the chemical

processes, and modified them, and each item was classified by the contents and encoded.  The purpose

of this database is to provide the foundation data to extract the present problem of the accident by ana-

lyzing past accidents in the chemical processes.  Furthermore, this database composes the support system

for prevention of explosions at chemical process which aimed at the clarification of the explosion/fire

hazard in the chemical processes and the support of the investigation of the accident with the case refer-

ence, total program and the countermeasure database.  This report showed the information items and

classification of the chemical process accident database, and as a result of an analysis of the accidents in

the chemical processes, the transition of the number of explosions/fires and a result of a total in the type

of the accident and each information item.
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1.はじめに

化学プロセスにおける爆発・火災災害が，ここ数

年来続いており，労働者が死傷したり大きな損害を

生じたりすることが少なくない。このような爆発・

火災災害を防止するためには，安全対策の高度化，

フェイルセーフ化，安全情報の普及など，昨今の技

術革新や労働環境に対応した先導的な安全技術の開

発，向上が望まれている。

産業安全研究所においては，労働災害に関する情

報を収集して爆発火災災害データベースを維持・運

用しているが，化学プロセスに関する詳細な情報に

ついてはデータベース化がなされていない。そこで，

爆発火災災害データベースの収録項目を，化学プロ

セスを対象とした項目に見直し，化学プロセスにお

ける爆発・火災災害に特化した「化学プロセス災害

情報データベース」を新たに構築した。このデータ

ベースは，過去の化学プロセスにおける災害事例を

整理・分析して災害の現状を捉えるための基礎デー

タを提供する。
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本章で述べる化学プロセス災害情報データベース

は，事例検索・集計プログラムと防止対策データベ

ースとともに，化学プロセスにおける爆発・火災危

険性の明確化や事故後の原因調査の支援などを目的

とした爆発災害防止支援システムを構成する。

以下では，化学プロセス災害情報データベースの

収録項目とその内容，及び，化学プロセスにおける

爆発・火災災害の発生状況について述べる。

2．化学プロセス災害情報データベース

2.1 データベースの原資料

本データベースは，様々な労働災害のうち，爆発，

火災，破裂，高温物に分類される災害を対象にした

爆発火災災害データベースの中から，化学プロセス

関連業種で発生した事故事例を抽出し収録項目を化

学プロセスにおける爆発・火災災害に特化したもの

である。爆発火災災害データベース，及び，追加し

た収録項目の元となった資料は，研究用の基礎資料

として収集した労働災害情報とこれを専門家の目で

要約整理した資料が中心である。

2.2 対象とする災害事例

爆発火災災害データベースでは，災害が発生した

事業所の業種を行政管理庁が定めた「日本標準産業

分類（昭和 59 年 1 月改訂）」により分類している。

そこで，まずこの分類の中から化学プロセスに関連

のある業種として，大分類「製造業」の中から，パ

ルプ・紙・紙加工品製造業（18），化学工業（20），

石油製品・石炭製品製造業（21），プラスチック製

品製造業（22）の中分類（分類番号）に属する業種

を選択した。

さらに，以上の業種において発生した爆発・火災

災害のうち，例えば失火による火災や放火，資材置

場や屋外での災害，あるいは，隣接事業所からの延

焼などで化学プロセス機器と化学反応のいずれにも

関わらない事例を除外した。

収録の対象とした期間は，1975（昭和 50）年～

1999（平成 11）年とした。その総件数は 456 件で

ある。この件数は，元となった爆発火災災害データ

ベースの収録事例の約 22 ％にあたる。

2.3 データベースの情報項目

データベースの基礎となる爆発火災災害データベ

ースの情報項目は，当初，原資料の記載項目を中心

にして設定したが，爆発火災災害データベースの運

用を開始後，要望によって各種法規における規制，

Table 1 Items of the chemical process accident
database.
化学プロセス災害情報データベースの項目

Table 2.1 Classification of location.
災害発生場所の分類

Table 2.2 Classification of device.
発生装置・機器の分類
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Table 2.3 Classification of substance.
原因物質の分類

Table 2.5 Classification of process.
作業工程の分類

Table 2.4 Classification of ignition source.
着火源・原因の分類

Table 2.6 Classification of event.
災害事象の経緯の分類



災害事象の経緯，添付写真の種類，簡略な事故の概

要などの項目を追加した。

化学プロセス災害情報データベースの情報項目

は，基礎とした爆発火災災害データベースの情報項

目の中から化学プロセスにおける爆発・火災災害の

本質の記述に必要な項目のみを選択し，個々の災害

事例の特定につながる事業所名や発生日時などの項

目は除外した。Table 1にその情報項目を示す。
ところで，この化学プロセス災害情報データベー

スの目的は，化学プロセスにおける爆発・火災災害

の要因の分析・集計だけでなく，専門家ではない実

務者や安全担当者，安全衛生の行政担当者を主たる

対象にした爆発災害防止支援システムにおいて，統

計資料を提供することにある。このため，各文字項

目については統計的な集計作業が容易なようにコー

ド化のための分類を行った。Table 2.1～ 2.7にそ
の分類の具体的な内容を示す。

原因物質や着火源・原因などの項目においてはし

ばしば複数の要素が原資料に記載されている．その

場合のコード化は，各コードを列記する複数入力方

式とした。Table 3 に入力した事例の一例を示す。
なお，最終的な爆発災害防止支援システムへ組み込

まれるデータベースでは，文章や単語は省略され，

数値と各分類のコード値，及びコード分類表のみが

収録される。

3. 化学プロセスにおける爆発・火災災害の発生状況

3.1 爆発・火災災害の事故件数の推移

研究用の基礎資料として収集した労働災害情報の

中の爆発・火災災害事例の件数の推移をFig. 1に示
す。全業種の爆発・火災災害の件数は，1965（昭和

40）年頃には年間 200 件を越えていたが，その後は

徐々に減少し，最近は年間 80 件前後となり，最も

多かった時期の約 1 / 3 にまで減少した。

化学プロセスにおける爆発・火災災害の件数は，

最も多かった時期が年間40件前後で，最近は 10 ～

20 件を推移している。Fig. 1の上部は，全業種の爆
発・火災災害のうち，化学プロセスにおける爆発・

火災災害が占める件数の割合である。1975（昭和

50）年頃までは 30 ％程度にまで割合が増加する傾

向にあったが，続く 10 年間では各事業所や安全衛

生行政の努力が実り，20 ％台に低下した。

最近 10 年間では，爆発・火災災害の発生件数が
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Table 2.7 Classification of cause.
発生原因の分類

Table 3 Example data of chemical process accident
database.
化学プロセス災害情報データベースの入
力例
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Fig. 1 Transitions of the number of explosions /fires
and the ratio in chemical processes.
爆発・火災災害の事故件数の推移と化学プ
ロセス災害の割合

Fig. 2 Number of explosion and/or fire in chemical
processes.
化学プロセス災害における爆発と火災別件数

全業種と化学プロセスのいずれにおいてもほぼ横ば

いであり，化学プロセスが占める件数の割合には大

きな変化はないが，わずかながら増加傾向にあるよ

うである。

3.2 爆発・火災の有無とその発生順

化学プロセスにおいては，多量の可燃性物質や化

学物質を取り扱うことが多く，ひとたび災害が発生

すると，災害が拡大し多大な被害を生じることが少

なくない。Fig. 2は爆発（破裂を含む）と火災の発
生の有無とその発生順を集計した結果である。最も

多かったのは爆発のみが発生した場合で 200 件弱と

全体の4割強を占める。その次は，爆発から火災に

至った事例で，火災から爆発に至った事例と合わせ

ると約 130 件に達する。爆発と火災の発生順の内訳

は爆発後に火災となったケースが圧倒的に多かっ

た。最初に起きた爆発により周辺機器が破損した結

果，周囲に可燃性物質が散逸し，爆発に続いて火災

が発生するケースが典型例であろう。

火災のみの事例はその次とはなるが，その件数は

100 件を越えており，全体の約 25 %を占める．破損

あるいは反応により可燃性物質が流出し火災に至っ

た事例が多い。

その他の災害は，高温物や有害物との接触，流出

事故などである。元となったデータベースにおいて

爆発・火災の関連災害として収録されていた事例で

ある。

3.3 災害の主事象別の件数

Fig. 3 は災害経緯の主事象を集計した結果であ
る。爆発・破裂災害は合計 317 件であるが，その半

数近くはガス爆発（可燃性液体の蒸気の爆発を含む）

であり，全業種での集計結果の傾向と同様である。

しかし，ガス爆発の次に多い主事象は全業種とは異

なり反応爆発で，その件数は 63 件に達している。

反応爆発とは，混触・重合・分解など化学プロセス

の反応が暴走し爆発に至った事例である。その他の

爆発が反応爆発についで多い．含まれている主事象

は，水蒸気爆発，蒸気雲爆発，ミスト爆発，火薬類

の爆発などである。

火災の件数は，失火や放火，他事業所からの延焼

による火災を対象外としているので，ほぼすべてが

Fig. 3 Number of main event of accident in
chemical processes.
化学プロセス災害における主事象別件数



一般火災に分類され，その件数は電気火災と合わせ

て 120 件弱であった。なお，3.2 に述べたように，

うち 7 件では火災に続いて爆発が発生した。

上記以外として分類された事例は，爆発・火災の

関連災害として収録された有害物との接触や流出事

故事故などである。

4. おわりに

産業災害を対象にした統計資料は，様々な機関か

ら公表されており，本報もそのうちの1つである．

これら統計資料は，災害の防止へ直接つながるわけ

ではないが，分析作業によってどのような点に注目

すべきかや新しい形の災害に関しての有用な情報を

得ることができ，間接的だが災害の防止に役立つと

考えられる。

さらに構築したデータベースは，分析対象を化学

プロセスに限定していること，情報項目がコード化

されていること，後述の化学プロセスにおける爆発

災害防止支援システムへの内蔵という特長があり，

化学プロセスに関連ある事業所の実務者・安全担当

者の参考になることはもちろん，そのほかの事業

所・実務者における爆発・火災災害の防止の一助と

なることも期待したい。
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このデータ集は，構築した化学プロセス災害情報

データベース収録されている全事例（456 件）を対

象に，各情報項目の分類（大分類と小分類）の該当

数を多い順に集計した結果である。本文中に述べた

ように，このデータベースは研究用の基礎資料とし

て収集した労働災害情報の中から化学プロセスに関

わる業種で発生した爆発・火災災害事例を収録した

ものである。原因物質や着火源・原因などで複数の

内容を収録している場合には，その複数の内容をそ

れぞれの分類に計上する複数回答方式として集計し

たため，分類後の合計数と事例数とは多くの図で一

致しない。

付録　化学プロセス災害情報データベースの統計データ集
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1. 災害発生場所別

付図 １　災害発生場所の大分類別件数

2. 発生装置・機器別

付図 3 発生装置・機器の大分類別件数

付図 2 災害発生場所の小分類別件数 付図 4 発生装置・機器の小分類別件数
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3. 原因物質別

付図 5 原因物質の大分類別件数

4. 着火源・原因別

付図 7 着火源・原因の大分類別件数

付図 6 原因物質の小分類別件数

付図 8 着火源・原因の小分類別件数
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5. 作業工程別

付図 9 作業工程の大分類別件数

6. 原因要因別

付図 11 原因要因の大分類別件数

付図 10 作業工程の小分類別件数

付図 12 原因要因の小分類別件数
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